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は
じ
め
に

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
一
一
月
、
農
林
省
は
「
農
地
制
度
改
革
に
関
す
る

件
」
を
閣
議
に
提
出
し
た
。
一
二
月
四
日
「
農
地
調
整
法
」
改
正
法
案
が
帝
国
議

会
に
提
出
さ
れ
、
一
二
月
一
八
日
「
農
地
調
整
法
」
改
正
が
第
八
九
回
帝
国
議
会

を
通
過
し
、
一
二
月
二
九
日
公
布
さ
れ
た
（
第
一
次
農
地
改
革
法
）。
一
方
、
連
合

国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
も
、
経
済
の
民
主
化
政
策
の
一

環
と
し
て
、
農
地
改
革
に
関
心
を
持
ち
、
検
討
を
す
す
め
て
い
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
で
戦
後
の
日
本
占
領
政
策
の
一
つ
と
し
て
農
地
改

革
案
を
作
成
し
て
い
た
フ
ィ
ア
リ
ーR. A

. Feary

は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
治
顧
問
ア

チ
ソ
ンG. A

tcheson Jr.

の
部
下
と
な
っ
た
。
フ
ィ
ア
リ
ー
は
、
か
つ
て
作
成
し

た
農
地
改
革
に
関
す
る
文
書
を
ア
チ
ソ
ン
へ
提
出
し
、
ア
チ
ソ
ン
は
前
書
き
を
つ

け
て
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
六
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師D

. 
M

acA
rthur

へ
「
ア
チ
ソ
ン
・
フ
ィ
ア
リ
ー
文
書
」
と
し
て
提
出
し
た
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
は
、
一
二
月
九
日
「
農
地
改
革
に
関
す
る
覚
書
」（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
）
を
日
本
政

府
に
示
し
、
一
九
四
六
年
三
月
一
五
日
ま
で
に
農
地
改
革
計
画
を
提
出
す
る
よ
う

指
令
し
た
。

当
時
、
農
林
省
農
政
課
長
で
あ
り
、
農
地
改
革
に
深
く
関
わ
っ
た
東
畑
四
郎
は
、

一
九
四
九
年
一
一
月
三
〇
日
に
参
議
院
会
館
で
行
わ
れ
た
座
談
会
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚

書
に
つ
い
て
「
議
会
へ
ギ
ル
マ
ー
チ
ンW

. M
. Gi1m

artin

が
出
し
た
あ
の
真
意

が
分
ら
ん
の
で
す
。
あ
れ
は
議
会
を
通
す
た
め
で
あ
っ
た
も
の
か
、
或
い
は
不
満

で
も
っ
と
や
ろ
う
と
い
う
の
か
分
ら
ん
。
議
会
で
揉
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
通

し
て
や
り
た
い
た
め
に
出
し
た
と
い
う
解
釈
も
あ
る
の
で
す
が
、
第
二
次
改
革
を

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
経
緯
を
考
え
合
わ
す
と
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
そ
こ

の
真
意
が
分
ら
な
い
」（
１
）
と
話
し
て
い
る
。

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
部
局
と
し
て
天
然
資
源
局
Ｎ
Ｒ
Ｓ
が
設

置
さ
れ
て
以
来
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
で
の
日
本
の
農
地
・
農
業
に
関
す
る
関
心
や
知
識
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。一
二
月
九
日
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
作
成
へ
の
過
程
と
、

「
農
地
調
整
法
」
改
正
に
対
し
て
何
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
の
か
。
本
稿
は
、
Ｎ

Ｒ
Ｓ
に
お
け
る
、農
地
改
革
へ
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

天
然
資
源
局
と
農
林
省
官
僚
と
の
会
議

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
日
に
天
然
資
源
局
Ｎ
Ｒ
Ｓ
が
設
置
さ
れ
る
と
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ

で
は
日
本
の
農
地
・
農
業
に
つ
い
て
の
研
究
を
す
す
め
た
。
Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
ソ
ン
大
尉M

. B. W
illianson

は
、
農
林
省
農
政
局
長
笹
山
茂
太
郎
、
農
政
課

長
東
畑
四
郎
を
招
き
、
日
本
の
農
地
・
農
業
に
関
す
る
話
を
聞
こ
う
と
し
た
。
し

か
し
通
訳
が
い
な
い
状
況
で
、
話
は
進
ま
な
か
っ
た
（
２
）。「
も
っ
と
語
学
の
で

き
る
人
」（
３
）
が
必
要
で
あ
る
と
、
東
畑
四
郎
は
実
兄
の
東
京
帝
国
大
学
農
業
経

済
学
教
授
東
畑
精
一
に
頼
ん
だ
。
東
畑
四
郎
に
よ
れ
ば
、「
僕
と
兄
と
も
う
一
人

お
り
ま
し
た
が
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
な
ど
か
ら
、
四
時
間
ば
か

り
日
本
の
農
地
制
度
に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
た
」、
兄
は
「
事
実
を
話
し
」、
Ｎ

Ｒ
Ｓ
の
質
問
が
農
地
改
革
と
は
直
接
関
係
が
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
の
「
農
地
制

農
地
改
革
と
天
然
資
源
局
―
―
一
九
四
五
年
一
〇
月
～
一
九
四
六
年
一
月

森
　
田
　
貴
　
子
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紀
要
　
第
十
九
号

度
の
現
状
を
話
し
て
」、
農
地
改
革
案
に
つ
い
て
は
「
黙
っ
て
お
っ
た
」
と
い
う
。

Ｎ
Ｒ
Ｓ
文
書
に
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
三
日
の
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
と
東

京
帝
国
大
学
農
業
経
済
学
教
授
東
畑
精
一
と
の
会
議
記
録
」（
４
）
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
議
事
録
か
ら
は
、一
九
四
五
年
一
〇
月
二
六
日
以
降
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
お
い
て
、

農
地
改
革
に
関
す
る
検
討
が
本
格
化
す
る
以
前
の
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
に
お
け
る
日
本
の
農

地
・
農
業
に
関
す
る
関
心
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
質
問
は
、
農
民
組
合
の
構
成
員
、
土
地
価
格
の
統
制
、
小

作
契
約
期
間
、
小
作
争
議
、
小
作
料
と
納
入
方
法
、
小
作
条
件
、
農
機
具
、
土
地

所
有
面
積
、
農
業
と
工
業
な
ど
、
日
本
農
業
全
般
に
か
か
わ
り
、
質
問
は
単
発
的

で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
質
問
の
特
徴
の
第
一
は
、
小
作
農
の
状
況
に
関
す
る
質
問

で
あ
る
。
東
畑
精
一
に
よ
る
、
小
作
農
と
自
小
作
の
二
種
類
の
小
作
農
の
説
明
に

関
連
し
て
、「
ど
の
小
作
農
の
層
が
農
民
組
合
を
構
成
し
て
い
る
の
か
」。
小
作
契

約
の
一
般
的
な
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
口
頭
契
約
で
あ
る
た
め
に
紛
争
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
。
小
作
料
の
納
入
方
法
は
現
物
納
か
現
金
か
。
小
作
料
が

高
額
で
あ
る
と
の
認
識
で
よ
い
か
。
高
額
な
小
作
料
は
、
税
金
の
た
め
か
、
ま
た

は
地
主
の
搾
取
に
よ
る
も
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

特
徴
の
第
二
は
、
の
ち
の
農
地
改
革
に
関
連
す
る
質
問
で
あ
る
。
小
作
農
が
土

地
所
有
者
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
か
。
小
作
農
が
土
地
所
有
者
に
な
る
た
め
の
一

〇
年
計
画
は
あ
っ
た
か
。
小
作
農
が
購
入
す
る
土
地
を
政
府
は
ど
こ
で
手
に
入
れ

る
の
か
。
農
家
の
小
作
条
件
は
ど
の
よ
う
に
し
て
改
善
で
き
る
か
。
小
作
料
が
減

少
し
、
今
よ
り
も
安
価
に
設
定
さ
れ
れ
ば
、
小
作
農
の
経
済
状
況
は
改
善
さ
れ
る

か
。
平
均
的
土
地
所
有
者
は
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
を
所
有
し
て
い
る
か
。
一
九
一

九
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
の
工
業
が
低
い
税
金
と
安
価
な
労
働
力
に
よ
っ
て
奨

励
さ
れ
て
い
た
と
い
う
印
象
は
正
し
い
か
。
農
民
は
戦
争
中
に
得
た
貯
蓄
を
使
っ

て
債
務
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
な
ど
で
あ
る
。
他
に
、
農
機
具
の
使
用

に
つ
い
て
の
質
問
が
さ
れ
た
。

東
畑
精
一
の
回
答
は
、
主
に
事
実
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
若
干
の
東
畑

の
考
え
が
含
ま
れ
て
い
た
。
口
頭
契
約
は
封
建
時
代
か
ら
持
ち
越
さ
れ
た
「
伝
統

的
な
方
法
」
で
あ
り
、
共
同
体
は
非
常
に
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
口
頭
契
約
は

書
面
に
よ
る
契
約
よ
り
も
力
が
あ
る
こ
と
。
日
本
で
は
土
地
所
有
が
小
規
模
の
区

画
で
広
く
散
ら
ば
っ
て
い
る
た
め
、
価
格
を
明
言
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
、

高
額
に
な
る
こ
と
。
小
作
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
、「
人
口
の
圧
力
」
か
ら
の
解

放
が
最
も
簡
単
な
方
法
で
あ
り
、
そ
の
解
決
策
は
産
業
化
す
る
こ
と
。
日
本
に
民

主
主
義
が
な
い
理
由
の
一
つ
は
帝
国
主
義
的
計
画
を
生
み
出
し
た
農
村
の
過
剰
な

人
口
で
あ
る
こ
と
。「
武
装
化
せ
ず
に
工
業
化
す
る
こ
と
は
可
能
」
で
あ
り
、「
適

切
な
工
業
化
が
な
け
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
民
主
的
な
状
態
は
不
可
能
だ
と
思
」

わ
れ
る
と
述
べ
た
。

一
一
月
一
三
日
に
東
畑
四
郎
が
Ｎ
Ｒ
Ｓ
農
業
部
を
訪
ね
、「
農
地
調
整
法
」
改

正
法
案
の
内
容
を
説
明
し
た
時
に
は
、
す
で
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
で
は
、
農
地
改
革
に
関

す
る
検
討
が
す
す
め
ら
れ
、
会
議
の
内
容
も
「
農
地
調
整
法
」
改
正
法
案
に
直
接

か
か
わ
る
質
問
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
会
議
の
出
席
者
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
か
ら
は
農
業
部
長
レ
オ
ナ
ー
ド
少
佐W

. H
. 

Leonard

、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
中
尉
、
マ
ッ
ク
ダ
ニ
エ
ル
少
尉 

R. C. M
cD

aniel

で
あ
っ
た
（
５
）。

東
畑
四
郎
は
、農
林
省
の
農
地
改
革
に
関
す
る
非
公
式
の
報
告
書
を
報
告
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
「
農
地
調
整
法
」
改
正
法
案
に
関
す
る
、
翻
訳
、
帝
国
議
会

で
の
審
議
時
期
、
内
容
に
か
か
わ
る
質
問
に
つ
い
て
、
東
畑
は
、
改
革
の
目
的
は

小
作
農
の
状
態
を
自
作
農
・
地
主
に
変
更
し
、
農
地
の
最
大
規
模
を
七
エ
ー
カ
ー

に
設
定
す
る
こ
と
。
小
作
料
は
金
納
と
す
る
こ
と
。
農
地
委
員
会
を
設
立
す
る
こ

と
。「
政
府
が
土
地
を
購
入
し
、
購
入
価
格
よ
り
も
安
価
で
小
作
農
に
売
却
す
る
」

こ
と
を
伝
え
た
。
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農
地
改
革
と
天
然
資
源
局
―
―
一
九
四
五
年
一
〇
月
～
一
九
四
六
年
一
月

東
畑
四
郎
の
「
農
地
委
員
会
が
、
地
主
が
土
地
を
保
有
で
き
る
か
売
却
す
る
か

を
決
定
す
る
だ
ろ
う
」
と
の
回
答
に
対
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
七
エ
ー
カ
ー
未

満
の
不
在
地
主
が
自
分
の
土
地
を
耕
作
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
、
現
在
の
小
作
農

を
立
ち
退
か
せ
な
い
か
と
質
問
し
た
。
東
畑
の
「
そ
れ
は
地
主
に
よ
る
」
と
の
回

答
に
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
は
「
農
地
委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
の
か
」

と
質
問
し
た
。
東
畑
は
、
農
村
ご
と
に
選
出
さ
れ
、
各
農
家
と
不
在
地
主
は
投
票

権
を
持
ち
、
五
人
の
自
作
農
、
五
人
の
小
作
農
、
五
人
の
自
小
作
、
五
人
の
不
在

地
主
を
選
出
す
る
、
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
と
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
が
、
地
主
が
小
作
地
を
自

作
地
と
す
る
た
め
小
作
農
に
立
ち
退
き
を
要
求
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
、
農

地
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
構
成
で
組
織
さ
れ
る
の
か
、
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

二　

ギ
ル
マ
ー
チ
ン
に
よ
る
民
間
情
報
教
育
局
へ
の
助
言

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
六
日
、「
ア
チ
ソ
ン
・
フ
ィ
ア
リ
ー
文
書
」
が
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
に
提
出
さ
れ
た
。
一
一
月
二
〇
日
（
６
）、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
民
間
情
報
教
育

局
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
ダ
イ
ク
局
長K

. R. D
yke

に
、
農
地
改
革
に
つ
い
て
行
動
を
開
始
す

る
こ
と
を
指
令
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
農
地
・
農
業
に
関
す
る
専
門
家
が
い
な

い
Ｃ
Ｉ
Ｅ
で
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
へ
助
言
を
求
め
た
。

Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
は
、一
九
四
五
年
一
二
月
四
日「
日
本
の
農
地
改
革
」（
７
）

を
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
へ
提
出
し
た
（
８
）。
こ
の
文
書
は
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
が
、「
ア
チ
ソ
ン
・

フ
ィ
ア
リ
ー
文
書
」
を
「
参
考
に
し
、
ま
た
日
本
の
農
業
経
済
学
者
と
の
対
話
の

な
か
で
」
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
が
得
た
知
識
を
基
に
し
て
書
い
た
も
の
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
で

は
「
ア
チ
ソ
ン
・
フ
ィ
ア
リ
ー
文
書
」
と
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
の
文
書
を
も
と
に
日
本

政
府
に
提
出
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
に
ま
と
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
「
自
身
が
目
を
通
し

た
上
で
」（
９
）、
一
二
月
九
日
日
本
政
府
へ
指
令
し
た
。
こ
の
一
二
月
四
日
付
の
ギ

ル
マ
ー
チ
ン
に
よ
る
「
日
本
の
農
地
改
革
」
の
内
容
は
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
の
内
容
に
、

非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
10
）。

Ｎ
Ｒ
Ｓ
文
書
に
は
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
の
文
書
に
さ
ら
に
推
敲
を
加
え
た
、
作
成

日
、
作
成
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
文
書
（
11
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
成
者
不
詳
の
文
書
で
は
、第
一
項「
日
本
の
農
業
問
題
の
主
な
側
面
」は
、

小
作
農
に
非
常
に
不
利
な
条
件
の
下
で
、
広
範
に
広
が
っ
て
い
る
小
作
、
高
率
な

農
業
貸
付
金
利
と
結
び
つ
い
た
多
額
の
農
家
の
債
務
、
差
別
的
な
政
府
の
財
政
政

策
、
多
く
の
場
合
農
業
へ
不
公
平
な
政
府
の
統
制
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
第
二
項

で
は
「
ア
チ
ソ
ン
・
フ
ィ
ア
リ
ー
文
書
」
に
基
づ
く
、「
日
本
の
農
業
問
題
に
関

す
る
ア
メ
リ
カ
国
務
省
に
よ
る
調
査
の
概
要
」が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
項「
農

業
の
現
状
」
は
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
の
文
書
が
ａ
．ｂ
．の
二
項
目
に
分
け
て
い
る
も

の
を
、
ａ
．ｂ
．ｃ
．ｄ
．の
四
項
目
に
分
け
、「
農
業
の
問
題
は
日
本
人
の
進
歩
的

発
展
へ
の
根
本
的
な
障
害
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
」。
平
均
農
地
面
積
は
現
在

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。日
本
の
全
農
家
の
う
ち
わ
ず
か
五
分
の
一
が
、

一
九
四
三
年
に
耕
作
さ
れ
た
農
地
の
九
〇
％
以
上
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
。
小
作

料
は
収
穫
さ
れ
た
作
物
の
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、
残
余
か
ら
小
作
農
は
す
べ

て
の
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
地
価
は
過
度
に
高
水
準
で
あ
り
、
小
作

料
や
地
価
が
低
下
す
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
。
国
務
省
が
提
出
し
た
農

業
像
が
改
善
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
現
在
の
イ
ン
フ
レ
は
、
多
く
の
農
民

に
一
時
的
に
経
済
的
救
済
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
農
民
の
基
本

的
な
経
済
的
苦
痛
は
残
っ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

第
四
項
の
「
日
本
政
府
に
よ
る
農
地
改
革
計
画
案
に
以
下
を
含
め
る
こ
と
を
推

奨
す
る
」
と
い
う
項
目
は
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
の
文
書
で
は
、
三
項
目
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、「
ｃ
．小
作
農
の
所
得
に
見
合
っ
た
年
賦
で
の
小
作
農
の
農
地
購
入
の
た

め
の
規
定
」
が
加
え
ら
れ
、
四
項
目
と
な
り
、
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
の
三
月
一
五
日
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ま
で
に
提
出
す
る
計
画
案
に
含
め
る
事
項
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
Ｎ
Ｒ
Ｓ
文
書

は
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
の
文
書
の
第
五
項
に
あ
っ
た
現
在
Ｎ
Ｒ
Ｓ
で
詳
細
を
検
討
中
で

あ
る
と
の
報
告
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
の
時
点
で
こ
れ
ら
の
修
正
が
さ
れ
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
日
本
政
府
へ
の
農
地
改
革
案
に
含
め
る
べ

き
要
求
事
項
が
、当
初
は「
ａ
．不
在
地
主
か
ら
耕
作
者
へ
の
土
地
所
有
権
の
移
転
」

「
ｂ
．公
正
な
価
格
で
の
農
地
の
支
払
い
の
た
め
の
規
定
」「
ｃ
．元
小
作
農
が
小
作

農
の
地
位
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
合
理
的
な
保
護
の
た
め
の
規
定
」
の
三
項

目
で
あ
っ
た
が
、「
小
作
農
の
収
入
に
見
合
っ
た
年
賦
で
の
小
作
農
の
農
地
購
入

の
た
め
の
規
定
」
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

レ
オ
ナ
ー
ド
に
よ
る
考
察

Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
レ
オ
ナ
ー
ド
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
一
日
付
で
「
農
地
改
革
」（
12
）

を
作
成
し
た
。
第
一
項
は
、
先
の
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
の
文
書
、
作
成
者
不
詳
の
文
書

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

第
二
項
で
は
、
い
か
な
る
国
家
の
農
業
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
問
題
も
解
決
が
難

し
い
が
、
日
本
で
は
農
地
の
過
密
の
背
景
と
農
業
に
お
け
る
「
半
封
建
的
」
関
係

の
持
続
の
た
め
に
特
に
困
難
で
あ
る
と
、
述
べ
て
い
る
。
第
三
項
は
、
日
本
の
農

地
改
革
の
必
要
性
は
あ
る
も
の
の
、問
題
の
難
し
さ
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

迅
速
か
つ
容
易
で
は
あ
る
が
不
十
分
な
手
段
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

改
革
は
、
地
主
か
ら
小
作
農
へ
の
単
な
る
土
地
移
転
で
は
な
く
、
農
家
に
経
済
的

自
立
の
、
永
続
的
な
地
位
を
保
障
す
る
追
加
措
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
第
四
項
以
降
は
、
農
地
改
革
の
健
全
な
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

農
地
改
革
は
不
必
要
に
遅
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
調
査
と
分
析
が

完
了
す
る
ま
で
計
画
を
進
め
る
こ
と
は
勧
め
な
い
、
と
し
て
い
る
。

レ
オ
ナ
ー
ド
は
、
農
地
改
革
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
特
に
農
地
の

人
口
過
密
と
「
半
封
建
的
」
関
係
の
た
め
に
、農
地
改
革
の
実
施
は
困
難
で
あ
り
、

調
査
が
不
十
分
な
ま
ま
実
施
す
る
こ
と
は
避
け
た
方
が
良
い
と
、
早
急
の
実
施
に

は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

四　

フ
ィ
ア
リ
ー
に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
へ
の
コ
メ
ン
ト

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
政
府
へ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
を
指
令
し
た
後
の
、
一
九
四
五
年
一
二
月

一
七
日
、
ア
チ
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
へ
宛
て
、
フ
ィ
ア
リ
ー
に
よ
る
Ｇ

Ｈ
Ｑ
覚
書
へ
の
コ
メ
ン
ト
（
13
）
を
送
付
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
も
コ
ピ
ー
を
非
公
式
に
提

出
し
た
と
報
告
し
た
。

フ
ィ
ア
リ
ー
の
コ
メ
ン
ト
の
主
な
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
覚
書
に
つ
い
て
六
つ
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
第
二
項
ａ

「
農
地
に
お
け
る
過
度
の
人
口
集
中
」（
14
）
に
つ
い
て
、
日
本
の
農
家
の
窮
状
の
根

本
的
な
原
因
で
あ
る
農
地
の
過
密
は
、
農
地
改
革
の
計
画
に
よ
っ
て
根
絶
さ
れ
、

破
壊
で
き
る
害
悪
で
は
な
い
。
唯
一
の
解
決
策
は
、
耕
作
者
が
農
業
か
ら
工
業
、

商
業
お
よ
び
専
門
的
な
職
業
に
移
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
対
外
貿
易
の
拡
大
に

よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
第
二
項
ｃ
「
農
業
金
融
の
高
率
利
息
と
結
び
つ
い
た
農
家

負
債
よ
り
生
ず
る
過
酷
な
負
担
」
に
つ
い
て
、
一
九
三
七
年
に
六
〇
億
円
に
の
ぼ

る
農
家
債
務
は
、
戦
争
中
に
完
全
に
清
算
さ
れ
た
。
例
外
的
に
高
い
農
家
所
得
、

消
費
支
出
の
不
足
、
通
貨
の
イ
ン
フ
レ
の
結
果
と
し
て
、
多
く
の
農
家
は
現
金
準

備
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
引
当
金
が
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
る

と
い
う
保
証
は
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
第
二
項
ｄ
「
商
工
業
に
厚
く
農
業
を
軽
ん

ず
る
政
府
の
財
政
施
策
」
に
つ
い
て
、
国
の
産
業
と
比
べ
て
農
業
へ
の
差
別
的
政

策
が
、
農
家
不
満
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

第
三
項
ｃ
「
小
作
農
が
そ
の
所
得
に
応
じ
た
年
譜
で
農
地
を
購
入
す
る
た
め
の

規
定
」
に
つ
い
て
、「
小
作
農
に
よ
る
土
地
の
長
期
購
入
を
提
供
し
た
他
国
に
お
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農
地
改
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天
然
資
源
局
―
―
一
九
四
五
年
一
〇
月
～
一
九
四
六
年
一
月

け
る
小
作
制
度
改
革
は
、
わ
ず
か
数
年
で
、
常
に
崩
壊
し
た
。
占
領
軍
が
去
っ
た

後
、
日
本
で
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
必
然
的
に
失
敗
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え

小
作
農
が
年
賦
払
い
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
直
前
の
帝
国
議
会
の
政
府
法
案
で

二
四
年
に
設
定
さ
れ
た
支
払
い
期
間
の
間
、
彼
ら
の
立
場
は
改
善
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
。
経
験
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
小
作
問
題
の
唯
一
の
解
決
策
は
、
す
な
わ
ち
全
所

有
権
を
小
作
農
に
即
時
に
譲
渡
す
る
た
め
に
、
政
府
に
よ
る
全
小
作
地
の
収
用
、

で
あ
る
。
地
主
へ
の
補
償
は
、
収
用
さ
れ
た
土
地
の
生
産
的
価
値
に
等
し
い
永
続

的
な
価
値
の
国
債
で
供
給
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
措
置
は
、
も
し
小
作
農
が
農
地

を
維
持
す
る
な
ら
ば
、
他
の
補
助
的
改
革
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」

と
す
る
。

第
三
項
ｄ
第
四
「
農
民
に
対
す
る
技
術
的
そ
の
他
の
知
識
を
普
及
す
る
た
め
の

計
画
」
の
代
わ
り
に
、「
指
定
さ
れ
た
保
護
に
は
、
差
別
的
な
財
政
政
策
お
よ
び

関
税
政
策
の
排
除
、
税
負
担
の
均
等
化
を
含
む
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
。

フ
ィ
ア
リ
ー
の
コ
メ
ン
ト
の
第
二
は
、「
政
府
の
農
地
改
革
法
案
の
下
で
、
彼

ら
の
小
作
地
を
処
分
す
る
強
制
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
た
地
主
は
、
小
作
農
を
立
ち

退
か
せ
、
そ
の
よ
う
な
土
地
を
自
分
自
身
や
雇
用
し
た
労
働
者
と
共
に
耕
作
す
る

こ
と
を
請
け
負
い
始
め
た
。
こ
の
種
の
立
ち
退
き
は
、
土
地
所
有
権
と
小
作
関
係

を
凍
結
す
る
命
令
を
伴
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
指
令
の
公
表
以
降
、
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
確
実
に
報
告
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
第
三
に
「
こ
の
指
令
は
非

常
に
一
般
的
な
言
葉
で
描
か
れ
て
い
る
。
三
月
一
五
日
ま
で
に
満
足
の
い
く
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
出
す
る
た
め
に
、
日
本
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
農
業
専
門
家
と
の
効
果
的

な
連
絡
を
確
立
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

フ
ィ
ア
リ
ー
の
コ
メ
ン
ト
の
特
徴
は
、
フ
ィ
ア
リ
ー
が
国
務
省
時
代
に
作
成
し

た
フ
ィ
ア
リ
ー
文
書
か
ら
、「
ア
チ
ソ
ン
・
フ
ィ
ア
リ
ー
文
書
」
を
経
て
、
指
適

し
続
け
て
き
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
に
は
記
述
さ
れ
な
か
っ
た
点
に
対
し
、
再
度
の

指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
他
国
で
の
農
地
改
革
が
小
作
農
に

よ
る
土
地
の
買
取
に
よ
っ
て
失
敗
し
て
お
り
、
唯
一
の
解
決
策
は
、
政
府
に
よ
る

農
地
の
収
用
、
を
指
摘
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
に
対
し
て
、「
非
常

に
一
般
的
な
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
」
と
の
批
判
は
、
自
ら
の
農
地
改
革
案
が
曖

昧
な
内
容
と
な
り
、
農
地
改
革
が
失
敗
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
と
思
わ
れ
る
。

五　

ギ
ル
マ
ー
チ
ン
に
よ
る
農
地
調
整
法
改
正
へ
の
批
判

一
九
四
五
年
一
二
月
一
五
日
、
第
八
九
回
帝
国
議
会
衆
議
院
で
、
一
八
日
貴
族

院
で
採
決
さ
れ
、
一
二
月
二
九
日
に
公
布
さ
れ
た
「
農
地
調
整
法
」
改
正 

（
法
律

第
六
四
号
）
に
対
し
て
、「
一
五
日
衆
議
院
を
法
案
が
通
過
す
る
日
」
に
（
15
）、

ギ
ル
マ
ー
チ
ン
は
農
林
省
農
政
局
長
和
田
博
雄
を
呼
び
、
法
案
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
を

満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
伝
え
た
。

Ｎ
Ｒ
Ｓ
日
誌
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
年
一
月
八
日
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
と
ラ
デ
ジ

ン
ス
キ
ー
は
、
和
田
博
雄
と
会
談
し
、
農
地
改
革
に
関
す
る
一
九
四
五
年
一
二
月

九
日
の
日
本
政
府
へ
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
に
承
諾
す
る
た
め
に
日
本
政
府
が
提
案
し
た

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

「
一
九
四
六
年
一
月
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
大
尉
に
よ
る
」
と
手
書
き
の
書
き
込
み

の
あ
る
一
九
四
六
年
一
月
頃
に
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
が
作
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る

「
農
地
改
革
」（
16
）
は
、「
農
地
調
整
法
」
改
正
に
対
し
て
「
農
業
部
の
意
見
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
改
正
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

「
農
地
改
革
」
は
五
章
か
ら
な
る
。「
一
、
は
じ
め
に
」
で
は
、「
日
本
の
農
業

に
お
け
る
経
済
的
苦
痛
軽
減
の
責
任
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
九
日
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
指
令
に
よ
っ
て
帝
国
政
府
に
置
か
れ
た
。
農
地
改
革
へ
の

第
一
歩
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
一
八
日
に
通
過
し
た
、
小
作
農
の
削
減
と
小
作

料
金
納
の
確
立
の
た
め
の
規
定
に
お
い
て
、
日
本
帝
国
議
会
に
よ
っ
て
ふ
み
出
さ

れ
た
」
と
す
る
。
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能
で
あ
る
。
第
一
は
、
非
農
業
部
門
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

第
二
は
、
制

度
的
な
条
件
で
、
日
本
の
農
家
の
経
済
問
題
を
排
除
す
る
。
第
三
に
、
過
密
状
態

の
経
済
状
態
を
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
四
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
覚
書
」
と
し
て
、
ａ
．一
九
四
五
年
一
二
月
九
日
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

に
よ
っ
て
指
令
さ
れ
た
農
地
改
革
に
関
す
る
日
本
政
府
へ
の
覚
書
は
、
政
策
を
達

成
す
る
た
め
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
指
令
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、
日
本
の

農
民
が
土
地
の
所
有
者
に
な
り
、
高
利
、
農
業
生
産
物
の
価
格
を
変
動
さ
せ
る
加

工
業
者
や
卸
売
業
者
に
よ
る
搾
取
、
生
産
と
販
売
の
無
知
に
対
す
る
経
済
的
安
全

を
守
る
責
任
を
負
う
。
政
府
は
、
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
作
物
の
流
通

に
お
け
る
交
渉
の
地
位
を
高
め
る
手
段
と
し
て
、
日
本
の
農
業
に
お
け
る
協
同
組

合
を
育
成
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
指
向
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
農
業
に
国
民
所
得

の
公
平
な
分
配
を
保
証
す
る
経
済
政
策
を
追
求
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
令
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
は
、
一
九
四
六
年
三
月
一
五
日
ま
で

に
日
本
政
府
か
ら
司
令
部
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
五
、
一
九
四
五
年
一
二
月
一
七
日
の
小
作
制
度
改
革
」
と
し
て
、
ａ
．日
本
帝

国
議
会
は
、
小
作
農
の
廃
止
に
向
け
て
、
一
九
四
五
年
一
二
月
一
八
日
に
農
地
調

整
法
を
改
正
し
た
。
こ
の
改
正
条
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
１
）
都
道
府

県
知
事
の
承
認
を
条
件
と
し
て
、
不
在
地
主
は
、
小
作
農
へ
の
転
売
を
目
的
と
し

て
、
農
業
協
同
組
合
（
農
業
会
）
に
「
固
定
限
度
」
を
超
え
た
土
地
の
一
部
を
売

却
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
の
官
僚
に
よ
る
と
、
こ
の
「
固

定
限
度
」
は
平
均
し
て
五
町
に
設
定
さ
れ
る
。（
２
）
関
係
当
事
者
間
の
交
渉
が

不
十
分
な
場
合
に
、
土
地
移
転
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
場
合
、
土
地
移
転
の
取
引
条

件
を
決
定
す
る
た
め
に
、
農
地
委
員
会
が
農
村
で
選
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
委

員
会
は
、
地
主
五
人
、
自
作
農
五
人
、
小
作
農
五
人
で
構
成
さ
れ
る
。（
３
）
土

地
の
年
間
賃
貸
価
格
に
基
づ
い
て
、
政
府
に
よ
っ
て
土
地
に
売
却
価
格
が
設
定
さ

れ
る
。（
４
）
土
地
購
入
の
た
め
の
小
作
農
に
対
す
る
信
用
取
引
に
関
す
る
規
定

「
二
、
農
業
計
画
の
背
景
」
と
し
て
、ａ
．「
貧
困
と
不
安
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ

て
日
本
の
農
業
に
お
い
て
慢
性
的
な
状
態
」
で
あ
り
、「
日
本
の
耕
作
地
の
物
理

的
な
不
足
が
ぎ
り
ぎ
り
の
生
計
を
制
限
」
し
た
こ
と
、
一
六
世
紀
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
大
多
数
の
農
家
は
わ
ず
か
二
〜
三
反
を
耕
作
し
て
い
る
こ
と
。
ｂ
．徳
川
幕

府
下
の
日
本
の
統
一
は
、
近
隣
の
土
地
の
侵
略
を
制
止
し
た
。
そ
の
結
果
、
開
墾

と
耕
作
の
改
良
に
よ
る
大
計
画
と
、
農
民
に
対
す
る
経
済
的
搾
取
が
行
わ
れ
、
農

業
不
安
と
反
乱
が
継
続
し
た
。
ｃ
．明
治
維
新
に
よ
る
、
封
建
的
身
分
か
ら
の
農

民
の
解
放
と
、
日
本
の
急
速
な
工
業
化
は
、
農
民
の
根
本
的
な
経
済
的
困
難
を
解

決
し
な
か
っ
た
。
急
速
に
発
達
し
た
日
本
の
人
口
は
、
農
業
従
事
者
の
割
合
が
一

八
七
二
年
の
約
八
〇
％
か
ら
一
九
三
〇
年
に
は
五
〇
％
以
下
に
減
少
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
農
業
従
事
者
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
土
地
に
対
す
る
過
密
は
残

り
、
結
果
と
し
て
、
不
十
分
な
所
得
、
重
い
負
債
、
小
作
、
不
安
は
日
本
の
農
民

を
悩
ま
せ
、「
大
東
亜
」
へ
の
支
援
に
利
用
さ
れ
た
不
満
と
不
安
を
生
み
出
し
た
、

と
す
る
。

「
三
、
農
業
の
現
状
」
と
し
て
、
ａ
．一
耕
地
あ
た
り
の
平
均
収
入
は
水
田
で
年

間
三
〇
〇
円
以
下
で
あ
る
。
ｂ
．小
作
農
は
、
さ
ら
に
悪
い
経
済
的
状
況
に
あ
る
。

ｃ
．一
九
四
三
年
に
は
、
約
七
〇
％
の
農
民
が
耕
作
地
の
一
部
を
賃
借
し
、
約
五

〇
％
の
農
家
が
耕
作
地
の
五
〇
％
を
賃
借
し
、
約
三
〇
％
の
農
家
が
耕
作
地
の
九

〇
％
以
上
を
賃
借
し
た
。農
業
所
得
が
低
い
こ
と
か
ら
、一
九
四
四
年
に
は
六
〇
％

以
上
の
農
家
が
、
農
業
以
外
の
雇
用
で
所
得
を
補
っ
て
い
た
。
ｄ
．貧
弱
な
農
業

収
益
の
結
果
、
日
本
の
農
家
は
負
債
の
重
い
負
担
を
蓄
積
し
て
き
た
。
一
九
三
〇

年
代
後
半
に
は
、
農
家
の
借
金
は
約
六
〇
億
円
だ
っ
た
。
所
得
と
イ
ン
フ
レ
の
増

加
に
よ
り
、
負
債
は
大
幅
に
削
減
し
て
お
り
、
現
在
は
三
〇
か
ら
四
〇
億
円
く
ら

い
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
改
善
は
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
た
め
一
時
的
と
思

わ
れ
る
。
ｅ
．日
本
の
耕
作
可
能
な
土
地
の
量
は
、
最
も
貧
し
い
生
活
を
送
る
に

も
不
十
分
で
あ
る
。
ｆ
． 

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
三
つ
の
方
針
が
可
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農
地
改
革
と
天
然
資
源
局
―
―
一
九
四
五
年
一
〇
月
～
一
九
四
六
年
一
月

は
改
正
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
抵
当
権
銀
行
と
農
業
協
同
組
合
は
年
三
二
％

の
長
期
金
利
で
小
作
農
に
利
用
さ
せ
る
だ
ろ
う
。（
５
）
定
量
ま
た
は
農
作
物
で

の
小
作
料
の
支
払
い
は
禁
止
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
小
作
料
は
現
金
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
す
る
。

最
後
に
、「
ｂ
．農
業
部
の
意
見
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
前
述
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚

書
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。（
１
）「
固
定
限
度
」
の
規
定
は
、
現
在
の
小
作
農
の
約
半
分
を
、
耕
作
地
の

五
〇
％
以
上
を
所
有
権
の
な
い
ま
ま
に
す
る
だ
ろ
う
。（
２
）
個
々
の
農
業
協
同

組
合
や
都
道
府
県
知
事
に
多
く
の
裁
量
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
３
）
改
正
に
規
定

さ
れ
て
い
る
農
地
委
員
会
の
公
平
性
は
疑
わ
し
い
。（
４
）
現
在
の
融
資
枠
は
、

土
地
を
購
入
す
る
の
に
必
要
な
資
金
を
小
作
農
に
供
給
す
る
に
は
不
十
分
で
あ

る
。（
５
）
農
業
に
お
け
る
根
本
的
な
経
済
的
苦
痛
の
影
響
を
根
絶
ま
た
は
緩
和

し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
意
見
書
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
一
二
月
一
八
日
の
「
農
地
調
整
法
」
改
正

を
、「
農
地
改
革
へ
の
第
一
歩
」
と
評
価
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
農
地
調
整
法
」

改
正
に
つ
い
て
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
や
ラ
デ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
制
定
後
、
激
し
く
攻
撃

し
た
理
由
の
一
つ
は
、
農
地
を
政
府
が
買
収
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
当
時
、
農
地
改
革
の
会
議
に
か
か
わ
っ
た
大
和
田
啓
氣
は
、
通
訳
の
誤
訳

に
よ
り
「
Ｎ
Ｒ
Ｓ
と
し
て
は
、
当
初
の
説
明
で
は
政
府
買
収
と
い
い
な
が
ら
、
正

式
の
法
律
で
は
地
主
、
小
作
の
相
対
売
買
を
本
旨
と
す
る
こ
と
に
す
り
変
え
た
こ

と
に
驚
き
か
つ
怒
っ
て
非
難
を
強
め
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」（
17
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
見
書
か
ら
は
、
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
は
「
農
地

調
整
法
」
改
正
を
不
十
分
な
も
の
と
批
判
し
な
が
ら
も
、「
農
地
改
革
の
第
一
歩
」

と
し
て
評
価
を
与
え
て
い
た
、
と
言
え
る
。

特
徴
の
第
二
に
、
東
畑
四
郎
た
ち
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
が
な
ぜ
議
会
へ
提
出
さ
れ
た

の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
た
。
一
九
四
九
年
一
一
月
三
〇
日
の
座
談
会
で

は
、
東
畑
は
「
向
う
の
真
相
は
分
ら
な
い
の
で
す
が
、
あ
れ
は
議
会
で
難
航
し
て

い
る
の
を
通
し
て
や
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
案
に
不
満
で
あ
っ
た
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
分
ら
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
…
…
」（
18
）
と
話
し
て
い
る
。

ギ
ル
マ
ー
チ
ン
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
「
農
地
改
革
」
に
よ
れ
ば
、「
日

本
の
農
業
に
お
け
る
経
済
的
苦
痛
軽
減
の
責
任
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
九
日
に

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
指
令
に
よ
っ
て
帝
国
政
府
に
置
か
れ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
地

改
革
へ
の
主
導
権
を
日
本
政
府
に
与
え
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
、
と
言
え
よ

う
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
と
「
農
地
調
整
法
」
改
正
は
、
関
連
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
お
り
、「
農
地
調
整
法
」
改
正
へ
の
批
判
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
に
対
す
る
不
十

分
な
点
と
し
て
、
五
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
五
町
歩
の
「
固
定
限
度
」、
個
々

の
農
業
協
同
組
合
や
都
道
府
県
知
事
の
裁
量
権
、
農
地
委
員
会
の
公
平
性
、
小
作

農
の
土
地
の
買
い
取
り
融
資
枠
の
不
足
、改
善
努
力
の
不
足
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
政
府
に
よ
る
農
地
買
収
が
記
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
指
摘
は
書
か
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｓ
に
お
け
る
農
地
改
革
へ
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
を
Ｎ
Ｒ
Ｓ
で
の
日
本
の
農
地
・
農
業
に
関
す
る
関
心
と
、「
農
地
調
整
法
」

改
正
に
対
す
る
批
判
か
ら
ま
と
め
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
農
地
改
革
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
検
討
開
始
以
前
の
Ｎ
Ｒ
Ｓ
で

は
、
日
本
の
農
地
・
農
業
に
関
す
る
知
識
は
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
農
地

改
革
の
検
討
が
開
始
す
る
と
、
地
主
の
小
作
人
へ
の
立
ち
退
き
要
求
や
、
農
地
委

員
会
の
組
織
な
ど
具
体
的
な
問
題
が
質
問
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
農
地
調
整
法
」
改
正
は
、
再
度
、
検
討
し
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
が
帝
国
議
会
中
に
出
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
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問
題
に
つ
い
て
、
一
九
四
六
年
一
月
の
ギ
ル
マ
ー
チ
ン
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
文
書
が
「
農
地
調
整
法
」
改
正
を
農
地
改
革
の
第
一
歩
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
地
改
革
が
帝
国
議
会
で
停
滞
し
そ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
覚
書

を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
地
改
革
を
推
進
す
る
責
任
を
日
本
政
府
に
与
え
、「
農

地
調
整
法
」
改
正
法
案
を
帝
国
議
会
で
通
過
さ
せ
、
農
地
改
革
を
推
進
で
き
る
よ

う
に
し
た
と
言
え
る
。

一
方
で
、「
農
地
調
整
法
」
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
不
十
分
と

考
え
て
い
た
い
た
め
、
そ
の
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
農
林
省
の
担
当
者
の
間
で
、
厳
し
い

交
渉
が
持
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
農
地
改
革
担
当
者
に
は
、「
農
地
調
整
法
」

改
正
に
関
す
る
説
明
の
中
で
、
誤
訳
に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
期
待
が
、
実
際
の
改
正
で

裏
切
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
後
の
交
渉
が
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
、
と
の
解
釈
が
あ

る
が
、
政
府
に
よ
る
農
地
買
収
を
重
視
し
て
い
た
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
が
出
さ
れ

た
時
期
に
は
Ｎ
Ｒ
Ｓ
に
直
接
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
フ
ィ
ア
リ
ー
で
あ
り
、
Ｎ
Ｒ

Ｓ
で
は
政
府
に
よ
る
農
地
買
収
に
つ
い
て
は
ま
だ
問
題
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、「
農
地
調
整
法
」
改
正
に
対
す
る
不
満
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
を
出
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
農
地
改
革
推
進
の
た
め
、
ま
ず
は
「
農
地
調
整
法
」
改
正
を
さ
せ

る
た
め
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
は
出
さ
れ
た
、
と
言
え
よ
う
。

注（
１
）	「
終
戦
前
後
に
お
け
る
農
地
改
革
法
案
成
立
の
経
緯
」農
政
調
査
会
、一
九
五
二
年
一
月（
農

地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
農
政
調
査
会
、
一
九
七

四
年
）
一
一
三
頁
。

（
２
）	

同
前
、
一
〇
七
頁
。

（
３
）	

同
前
、
一
〇
七
頁
。

（
４
）	

農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
四
巻
、
農
政
調
査
会
、
一

九
八
二
年
、
一
―
三
―
一
、
一
〇
一
～
一
〇
七
頁
。A

dm
inistration 

（Land Reform

）, 
V

ol, 1, O
ct.1945- July.1947, GH

Q
/SCA

P Records, N
RS, 8862

（1

）, N
o.1.  

復
刻
版

と
原
資
料
を
検
討
し
、
本
稿
で
は
双
方
の
誤
り
を
修
正
し
て
用
い
る
。

（
５
）	

同
前
、
一
―
三
―
二
、
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
。

（
６
）	A

dm
inistration

（Land Reform

）, V
ol, 1, O

ct.1945- July.1947, GH
Q

/SCA
P 

Records, N
RS, 8862

（1

）.  

日
付
け
に
（
？
）
と
あ
る
。

（
７
）	

前
掲
、農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
四
巻
、一
―
四
―
四
、

一
一
一
～
一
一
三
頁
。

（
８
）	A

dm
inistration

（Land Reform

）, V
ol, 1, O

ct.1945- July.1947, GH
Q

/SCA
P 

Records, N
RS, 8862

（1

）.

（
９
）	

大
和
田
啓
氣
『
秘
史
日
本
の
農
地
改
革
―
―
一
農
政
担
当
者
の
回
想
』
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
八
一
年
、
八
〇
頁
。

（
10
）	

同
前
、
八
三
頁
。

（
11
）	A

dm
inistration

（Land Reform

）, V
ol, 1, O

ct.1945- July. 1947, GH
Q

/SCA
P 

Records, N
RS, 8862

（
1
）, N

o.2.

（
12
）	

前
掲
、農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
四
巻
、一
―
二
―
三
、

九
八
～
一
〇
〇
頁
。A

dm
inistration

（Land Reform

）, V
ol, 1, O

ct.1945- July.1947, 
GH

Q
/SCA

P Records, N
RS, 8862

（1

）, N
o.3.

（
13
）	

前
掲
、農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
四
巻
、一
―
五
―
三
、

一
一
七
～
一
二
〇
頁
。

（
14
）	

農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
農
政
調
査
会
、
一
九

七
四
年
、
一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
15
）	

前
掲
、
大
和
田
啓
氣
『
秘
史　

日
本
の
農
地
改
革
』
八
六
頁
。

（
16
）	A

dm
inistration

（Land Reform

）, V
ol, 1, O

ct.1945- July.1947, GH
Q

/SCA
P 

Records, N
RS, 8862

（1

）, N
o.3b

．

（
17
）	

前
掲
、
農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
四
巻
、
一
五
頁
。

（
18
）	

前
掲
、「
終
戦
前
後
に
お
け
る
農
地
改
革
法
案
成
立
の
経
緯
」
一
一
三
頁
。

�

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


